
 

 
★ 会長      濱口 隆   船橋市二和西 1-6-4-102    ☎090-1205-3551 

★ 事務局   大學 敏子  柏市布施 908—4        ☎04-7131—3772 

９月例会（平成２９年 ●第９回例会  通算４３７回例会    ●行事通算４６０回） 

 （注）「役員の責任」 本会の行事中に事故発生しても、会員及び一般参加者は、会および役員の責任を一切問わない事とする。 

 

９月行事のご案内 

三浦半島小さな旅・油壺へ 
 

 三浦半島の名勝・油壺を訪れます。湾一帯が油を注いだように静かな水面であることからそ

の名がついたとも云われるこの地域は古くからリゾート地として親しまれ、ホテルやレストラ

ンが立ち並び、海岸にはヨットハーバーもあって、多くの観光客でにぎわいます。子供たちも

海に潜ってシュノーケルを楽しんでいます。京急の終点三崎口から広々とした畑を見ながら小

網代の森へ。ハイキングコースにもなっているこのエリア、もうすぐ秋を思わせる森の香りと

きれいな海岸の散策コース、十分にお楽しみください。暑さ対策も忘れずに 。 

 

【 記 】 

     

期  日： 平成２９年９月１０日（小雨決行） 

集合場所： JR 柏駅中央改札口 

集合時間： ８時００分（時間厳守） 

出発時間： ８時０９分発 JR 常磐線品川行き乗車、品川にて京浜急行にのりかえ、 

９時０８分発京急本線特快「三崎口」行き乗車、「三崎口駅」下車  

１０時０４分到着 

交 通 費： 往き・帰りとも： 柏駅～三崎口駅 １，５７０円 

        

【コース案内】   約１２．０ｋｍ 

柏駅発 JR 常磐線品川行乗車～品川駅のりかえ～９時０８分発京急本線特快「三崎口」行き乗車～「三崎口」

駅下車（１０時０４分着）～駅前朝礼・トイレ～小網代の森入口～小網代の森～白髭神社～シーボニアバス

停～荒井浜（昼食・トイレ）～白髭神社（トイレ）～小網代の森～畑の中の道（解散）～三崎口駅～柏駅 
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柏市歩こう会 
 

会報４３２号平成２９年８月２０日発行 
昭和５６年５月設立 
 

 引き続き来年の行事予定地を皆様から募ります。皆様方のご希望を広く取り入れたくご希望の

場所があればお近くの役員までお知らせください。電車で行けて、日帰りができるコースならば

どこでもかまいません。よろしくお願いします。まだまだ暑い日が続きます。熱中症には十分気

をつけてください。水分補給は定期的に。塩分も飴などで補給してください。 （会長） 

 

 

 

 

 

 

 

                       

交通安全を励行し、健康で元気に歩き、お互いの親睦を図りましょう。 

ホーム（見学）ページ： 柏市歩こう会 検索 でご覧になれます。 

 

 

 



 

 

 

期日：９月１０日（日）  天気： 曇り時々晴れ（３１度）   

参加者： ７９名  （会員 ５７名、  一般参加 ２２名） 

８月の天気の悪さを一掃するかのような快晴。今年最後とばかりのツクツクボーシの蝉しぐれの中、小

網代の森を進んでゆくと、湿原の中の木道のまわりはたくさんの水生植物、ミズヒキやハマカンゾウの花が

咲き誇っていました。航海の神様を祀る白髭神社では、打てばカンカン音がする鳴き石の音を楽しみ、ヨッ

トの浮かぶ小網代湾や森のなかから見え隠れする静かな油壺湾を見下ろしながら荒井浜へ。水の透明度が高

い荒井浜は、日本の海水浴場８８選のひとつ。子供連れの家族、ビキニ姿のご婦人、若者達で賑わっていま

した。日陰を探しての昼食、みなさんお弁当をひろげ、楽しいひとときを過ごした９月例会でした。 

（担当幹事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｍ  

ものの言い方 

団地にお住まいのご夫婦が月一回の棟のまわりの草取りと清掃を住民で行う日に出席した朝方、奥方が草

むしりの体制から腰を上げたとたん、１階のベランダのでっぱりに頭をぶつけ、びっくりしてよろけてしま

いました。足元も悪く、すぐそばの木に体をぶつけてしまったところ、運悪く剪定が終わったばかりの木で、

枝の鋭い切り口で奥方は肘から腕にかけて傷を負ってしまいました。血があふれ出したので、まわりの人が

手当をしたり、救急車を呼ぼうかとしているところにご主人が来て、まわりの人への恥ずかしさもあったの

か、奥方に向かって「何をやっているんだ！！」と怒鳴りちらしたそうです。あとで奥方と話す機会があり

あの時、何で一言「大丈夫か？」と言えないのか、真剣に離婚を考えたそうです。ものは言い様。（編集部） 
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